
子どもは無限の可能性をもっています。

特に、人としての “土台” が作られる乳幼児期は、子ども自身の発達はもちろん、

身近な大人がどれだけその可能性に気付けるかどうかがとても大切です。

「科学する心」というと、難しいと思われがちですが、

その育みは、子どもが何に、どのように働きかけているのかを見つめることから始まります。

ソニー教育財団では、「すごい！」「おもしろい」「ふしぎ」「どうして？」「そうだ！」「やってみよう」といった

子どもの姿を次の � つの視点でまとめ、育みたい「科学する心」として大切にしています。

〒���-����　東京都品川区北品川 �-�-�　御殿山アネックス � 号館
https://www.sony-ef.or.jp/

科学する心を育てる ～豊かな感性と創造性の芽生えを育む～

主
旨 

子どもたちが自ら人や自然、もの、出来事と様々にかかわる暮らしの中で、豊かな感性が育まれ、
主体的に遊ぶ楽しさ、学ぶ楽しさを味わう体験を通して創造性の芽生えが育まれる保育を実践する。

科
学
す
る
心

すごい！　ふしぎ！　と身の回りの出来事に驚き、感動し、想像する心 

自然に親しみ、自然の不思議さや美しさに驚き、感動する心 

動植物に親しみ、様々な命の大切さに気付き、命と共生し、人や自然を大切にする心 

暮らしの中で人、もの、出来事と意欲的にかかわり、ものを大切にする心、感謝する心や思いやりの心 

遊び、学び、共に生きる喜びを味わう心

好奇心や考える心、その心の動きから生まれる創造性や分かった時の喜びを味わう心 

自分の思いや考えを表現し、考え・つくり出していく楽しさの体験や、やり遂げる心

みなさんは、子どもたちの「科学する心」をどのように捉え、どのように育んでいますか？


